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1-1 ウォーターＰＰＰとは
○ウォーター…水
下水道、上水道、工業用水道が対象

○ＰＰＰ…Public Private Partnership
公共 民間 仕組み、連合体

ウォーターＰＰＰとは、
下水道分野における官民連携手法のこと

1-2 下水道のウォーターＰＰＰ
長期契約で管理と更新を一体的にマネ
ジメントする手法のこと

管理の一例（点検状況） 更新（施工状況）
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1-3 長期契約ってどのくらい？
長期契約は、１０年間
従来方法は、１年間（年度毎）
作業項目

令和
ｎ年度

令和
ｎ+1年度

令和
ｎ+2年度

令和
ｎ+3年度

令和
ｎ+4年度

令和
ｎ+5年度

令和
ｎ+6年度

令和
ｎ+7年度

令和
ｎ+8年度

令和
ｎ+9年度

点検
清掃 ………… ………… ………… ………… ………… …………
小修繕
設計
改築

管理

更新

個別
契約

1年間
包括
契約

10年間

個別
契約

1年間

個別
契約

1年間

個別
契約

1年間
ウォーターＰＰＰは、

1-4 その他の特徴
○性能発注：具体的に実施場所や数量等を指定しない。
例：加茂町地内の下水管路の清掃100ｍ

↓
下水管路が詰まらないよう清掃すること

○プロフィットシェア
契約時に見積もった工事費等が、企業努力等で縮減

した場合、縮減分を市と業者でシェアする。
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1-5 米子市の業務体制はどうなるのか
米子市 共同事業体（コンサルタント、点検調査業者、建設業者、清掃業者など）

一括発注 赤字：現在の受注者

○計画的維持管理業務 ○緊急対応業務(通常維持業務含む) ○その他業務

各業務の一元管理

休日夜間対応
通報による現場確

不明水
調査

総括管理

ストックマネジメント計画

設計

調査点検

工事

災害時
対応

巡視

小規模
修繕

緊急
清掃

調査
点検

下水道台帳管理更新（施設全体の状態把握、維持管理情報の蓄積）

計画
清掃

コンサルタント

建設業者コンサルタント

点検調査業者
清掃業者

点検調査業者

建設業者

市職員 建設業者

コンサルタント

コンサルタント

2-1 ウォーターＰＰＰの良さ
課題
○職員不足
○施設の老朽化
○使用料収入の減少

課題を解決し、下水道事業の持続性を
向上させるために有効であること。
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2-2 施設の老朽化について

2-3 人の課題について
米子市の将来推計人口

人口は減少する見込み
・技術者の減少
・使用料収入の減少
につながる。



6

2-4 なぜ課題解決に有効なのか
民間事業者のノウハウ（経営手法や技

術、アイデアなど）等を最大限活用。

○新技術・設備投資（人材含む）がしやすい
○維持管理データの収集整理が効率的
○単一業務・単年契約に比べコストが縮減（スケール
メリット） など

2-5 課題の解決に向けて
○職員不足
→複数業務を一括して１０年契約とすることで事務負担が減
少し、これまでより少ない職員で事業執行が可能になる。

○施設の老朽化
→新技術、維持管理データの活用などにより、予防保全型維
持管理を効率的に行える。

○使用料収入の減少
→スケールメリット、民間の経営手法、技術等の活用により
コストを縮減できる。
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2-6 コスト低下のイメージ

2-7 ウォーターＰＰＰ導入にあたって

導入にあたって

○市職員の技術力低下を防ぐ

○事業者等との調整
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2-8 市職員の技術力

○市職員の技術力低下

設計積算業務、現場監督業務が縮小することで、技術

力が低下する恐れがある。

【解決策】

受注業者任せではなく、定期的な現場臨場の機会を設

ける、また技術研修に参加するなど。

2-9 事業者との調整
○事業者等との調整
これまでの発注形態から、１０年間の長期契約へと発

注形態が変わることや、土木、電気などさまざまな業種
が一緒になることから、事業者に理解を得ながら調整す
る必要がある。
【解決策】
マーケットサウンディング等を行い、事業者の意見を

よく聞き、導入検討に反映する。
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最後に
ウォーターＰＰＰという手法を用いて、

持続可能な下水道事業を目指します。




